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活動指針

① 商品のライフサイクルにおいて、エネルギーの有効活用（ＣＯ２排出量の削減）、資源の促進、水使用量の削減、
化学物質管理の強化、さらに生物多様性に考慮した環境活動を推進します。

② 環境目標を定め、全部門で環境マネジメントを継続的に改善します。

③ 環境関連法規制並びに関連する団体等と同意した環境配慮事項を順守します。

④ 環境に関する教育および啓発活動、情報開示に努めます。

⑤ 汚染の予防及び組織の活動から生じる環境負荷を低減し自然環境の保護に努めます。

パナソニック建設エンジニアリング株式会社は、

住まいのエネルギーをゼロへ、そしてプラスへ。ビルのエネルギーをゼロへ、そしてプラスへ。さらに街へ。

「つくる」「ためる」「つかう」「へらす」のトータルコントロールで快適環境を実現します。

「環境」を事業活動の基軸におき、快適環境を創造する技術やエネルギーをコントロールする技術を生かし、

「快適とエコの両立」を追求します。


